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I Hp- 9　　　　　　ギャザー用押さえによるギャザー取り効果と影響因子

　　　　　　　　　　　○島崎恒蔵　田中由紀　松梨久仁子（日本女大）

　目的　ギャザーは繊維製品の装飾などにしばしば用いられるが、このギャザーをミシン

縫製で直接取るには差動送りミシン1)や差動上下送りミシン2）などを用いる方法がある。
しかしもっと簡単に、ギャザー縫い用の押さえ（アタッチメント）を用いると、通常の下

送りタイプの本縫いミシンでもギャザー縫製が可能である。しかしこのアタッチメントに

よるギャザー量は、縫製生地の性状や縫製条件の影響を大きく受けることが予測される。

本研究においてはギャザー用押さえのギャザーがどのような因子によって影響されるかを

検討し、併せてギャザー量をコントロールする方法を考察する。

　方法　縫製には標準的な工業用の一本針本縫いミシン（JUKI DDL-555）を使用した。押

さえには、ギャザー取り用押さえを用い､縫製生地には性状の異なる６種の試料を選定し、

縫製張力の条件を変えて１枚布を縫製した。ステッチ長さは３段階に変化させた。ギャザ

ー量は、縫製後、試料に一定の荷重をかけた状態で縫目線長さを測定して算出した。
　結果　縫目に発生するギャザーは縫製条件の影響を受けたが、特に縫製張力の影響が大

きかった。また、ステッチ長さ（送り距離の設定）が大きいとギャザー量は増加する傾向

にあった。布の性状からは、剛軟度や厚さの影響が大きかったが、これらを座屈理論から

考察した。
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I Hp-10 画像解析による色柄布のしわ外観の評価
○森俊夫　　脇田登美司
　(岐阜女大)

　目的　色柄や模様のある布は単一色の布よりもより良いしわ性能をもつことがよく知ら

れている。それゆえに、着用巾の衣服に形成されるしわを不明瞭にする色彩テクスチヤを
どのようにデザインするかということは、アパレルやテキスタイルの美的表現との関連か

らも大変興味のある問題である。従来、布のしわは経験のある熟練者の目視による主観的

判断によって評価されたが、本研究ではコンピ.aタ画像解析による客観的評価と主観的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-i.血-　－判断による評価から色柄模様が不規則なしわに及ぼす影響について検討した。

　方法　試料として色柄模様の異なる８種類の布、ＡＡＴＣＣしわレプリカおよび紙を用

いて作成した５段階のしわを使用した。これらの画像をカラースキャナから取り込み、布
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－　　＆　■･&■･-一一-　　■-a l･●MM　//S /ゝfﾐゝ’ﾐ●･●’"-ﾐ･　～･〃ﾏ･･y　　　　　－　＿としわの画像合成を行った。画像解析から同時生起行列の特徴量である相関（ＣＯＲ）、

角二次モーメント（ＡＳＭ）、コントラスト（ＣＯＮ）、エントロピー（ＥＮＴ）および

フラクタル次元（Ｄ）を算出した。また、しわと色柄模様の合成画像20種類を用いて評

゛″ｒ　ｆ’ﾐﾉｰsI　s　F　-ﾐｰ■「価者20名に対して、しわの強度について５段階評価による官能検査を行った。
　結果　画像解析の結果から、外観の情報量を表すＥＮＴや一様性の尺度となるASMな

どにおいて色彩テクスチャがしわ外観に及ぼす影響が明確にあらわれた。特に細かい花柄

やチェック柄の模様はしわの強さや形態を不鮮明にする効果が大きくあらわれ、白黒の大
きな図柄模様や単一色の無地模様ではしわがカモフラージュされる効果は小さいことが見

いだされた。官能検査の結果からも画像解析の結果と同様な傾向が見いだされた。色柄布
のしわの視覚的評価に画像解析による方法が客観的で有効な手段であると考えられる。
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